
ACC31-P09 会場:コンベンションホール 時間:5月 23日 13:45-15:15

パミール高原フェドチェンコ氷河のピット及びアイスコア中の花粉の分析
Variations in pollen grains in an shallow ice core drilled from Fedchanko Glacier in Pamir,
Central Asia.
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極域や高山の氷河から掘削されるアイスコアの中に含まれる花粉は，古環境のプロキシーの１つである．特に山岳氷
河のアイスコアでは，花粉分析は年層の決定や過去の植生復元に有効であることがわかってきた．そこで本研究では，パ
ミール高原のフェドチェンコ氷河において，氷河中流域で掘削された２本の浅層アイスコア及びピット，氷河上流域の２
つのピットの花粉分析を行い，この氷河の雪氷中の花粉の種類と濃度，空間分布等の基礎的情報を明らかにし，将来計
画されている深層アイスコアにおける花粉分析の年代決定及び周辺環境の指標としての有効性を検討することを目的と
した．
　アイスコア及びピット中の分析の結果，アカザ科，キク科ヨモギ属，マオウ科マオウ属，ヤナギ科ヤマナラシ属，カ

バノキ科，セリ科，ヒノキ科の計７種類の花粉が含まれていることが明らかになった．
　アイスコアの花粉分析を行った結果，最も高濃度の花粉はヨモギで，深さ 10 m中に 10個の花粉濃度のピークがあ

ることがわかった．花粉種によるピーク位置の違いはほとんど見られなかった．先行研究のダスト層による年代と比較
した結果，花粉のピークは１年に複数存在することがわかった．また，花粉ピークの分析から，ダスト層では判別され
なかった年層境界があることがわかった．このことから，ダスト層と花粉濃度を組み合わせることにより，正確な年代
決定ができることがわかった．
　氷河中流域と上流域のピットの花粉の構成比を比較した結果，中流域ではヨモギ属が優占しているのに対し，上流

域ではヒノキ科が優占していることがわかった．これは，氷河の場所によって花粉供給源が異なるためと考えられる．
　フェドチェンコ氷河の雪氷中に含まれていた花粉構成を，天山山脈，アルタイ山脈の各氷河と比較した結果，種数や

構成比に明らかに違いがあることがわかった．これは，それぞれの氷河周辺の周辺植生の違いを表していると考えられ
る．以上の結果から，フェドチェンコ氷河のアイスコアの花粉分析は過去植生指標としても有効であることがわかった．
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